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ベーࣙࢩンのゐ፹である。ᶵ㸻場合の数を増やす

ことと、㞀ቨを低ῶしてᢡをῶらし成㛗確率を高

めることは、ண ᅔ㞴性への効果的な対ᢠ策である。

イࣀベーࣙࢩンの発はண できないが、イࣀベー

スを分析ࢭンがኻᩋに⮳るプࣟࣙࢩ (7) することで、

ᢡをᅇ㑊し結実の可能性をある程度の確かさで高

めることは可能であると考えている。

期間が短く、ୟつより㌟㏆であればあるほど、ணࠉ

 ᅔ㞴性の程度は低下すると期ᚅできる。� 年後よ

りは一࢝᭶後のことの方が、事ᴗィ⏬全యのことよ

りは┠前の΅結果の方が、ண はᐜ᫆であろう。

それならば、ண しそれに対応するためのุ᩿や意

ᛮỴ定をより短期で⌧場に㏆いところで行う⤌ࡳ

に㌿していくことが、ண ᅔ㞴性に対ฎする一つ

の解であると考えらる。そうした㌿が、ࢥーディ

ネータの活用という方法によってある程度可能にな

るのではないか、というのが本提ゝの᪨である。

もちろࢇ、これを実⌧するためには、ࢥーディネー

タの質的向上が前提᮲件である。ただ、イࣀベーࣙࢩ

ンの発から結実に⮳るまでを全てイࣀベーターが

⊂ຊで行う場合にẚべれば、ࢥーディネータの支援、

助ຊがあるだけでも効果は期ᚅできる。㈨質やス࢟

ࣝ、経験にඃれたࢥーディネータであれば、イࣀベー

ターの負ᢸは大きく㍍ῶされることであろう。イࣀ

ベーターは、プランのᨵၿやᢏ術の成⇍、適応等ࠎ

のイࣀベーࣙࢩンの本質㒊分にὀຊすることが可能

となり、それࡒれのᑓ㛛性を発してより高効率な

イࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスを㎺ることが可能となる。

イࣀベーターとࢥーディネータから成るイࣀベー

こそが、ண ᅔ㞴ࡳ⤌によるྲྀり࣒ーࢳン出ࣙࢩ

性に対ᢠする一つの解であるとゝえよう。

㸵㸬まとめࠉ㸫ࠉ提ゝࠉー

スを効率し、ண ᅔ㞴ࢭン࣭プࣟࣙࢩベーࣀイࠉ

性に対ᢠするためにࢥーディネータを活用するとい

う考え方は、ある意自↛なὶれである。しかしな

がら、ࢥーディネータという⫋✀、ᴗົෆᐜ、スࣝ࢟、

㈨質等ࠎは、これまで⣔⤫的にㄒられてこなかった。

本稿では、⪺きྲྀり調ᰝや当事者の記㘓࣭記述をᇶ

に分析、分㢮、ࣃターンを行い、ᆺ的なイࣀベー

スにおいて果たすᙺや㈉⊩についࢭン࣭プࣟࣙࢩ

て検討を行った。その結果、ࢥーディネータの事

は、イࣀベーࣙࢩン発ᶵの増加と、プࣟࢭス㜼

ᐖ要ᅉの低ῶをᢸっていることが明らかになってき

た。ඃれたࢥーディネータはイࣀベーターの影とな

り、方としてイࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスの⎔ቃ࣭

᮲件整ഛをᢸっていることが分かった。

こうしたことから、本稿で明らかにしようとしてࠉ

いる理論的側面と、実㊶的能ຊやスࣝ࢟の向上を図

る 2-7 的側面の方からのࢥーディネータ⫱成が᭱

も重要なྲྀり⤌ࡳである。そうしたイࣀベーࣙࢩン

発やಁ進をᢸうேᮦを質的に向上させる施策こそ

がႚ⥭に求められる。ᩒえてゝうなら、量的ᣑ大は

後ᅇしでもᵓわない。

ーディネータの⫱成に有効なᗙ学ࢥ、時点では⌧ࠉ

プࣟࢢラ࣒もなければ、実㊶的な 2-7 プࣟࢢラ࣒が

Ꮡᅾするわけでもなく、ᚐᘵ制的な᪂ே⫱成がなさ

れているのが⌧実である。本研究の成果が、今後の

に活用されること࣒ラࢢーディネータの⫱成プࣟࢥ

を期ᚅし、また、検討したいと考えている。
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「♫イ࣋ࣀーࣥࣙࢩ㐀ࢧイࣝࢡのグ㏙ࣔࣝࢹ」による 

ᆅᇦ活ᛶ化活動のಠ▔的・ᵓ㐀的把握 

 
 㸭㟼ᒸ大学㸧ࢡࢵࢸࢬࣅబ⸨༓㸦㸦᭷㸧ۑ

 

せ᪨ 
⏘ᴗ⯆や科学技術イ࣋ࣀーࣥࣙࢩをฟに向けて、国内እの各ᆅᇦは、᪂たな⏘ᴗᵓ㐀ᵓ⠏を目ᣦ

したࢱࢫࣛࢡー形成等の♫⤒῭活動の活ᛶ化に⮬ᚊ的に取り組ࢇで࠾り、10 ᖺ௨ୖの取り組みがなさ

れてࡁた現在はそのᬑ及・῝化ẁ㝵とゝ࠼る。しかし、これらの活動や⫼ᬒとなる政策の᭷ຠᛶや成果

等のಠ▔的・ᵓ㐀的なศᯒは行ࢃれてなく、成ຌ・ኻᩋのุ᩿基‽も᭕であり、ࢥーࢿࢹーࢱのᙺ

もᵝࠎな⌮ゎがなされている。本✏では、ᆅᇦ活ᛶ化や⏘学ᐁ㐃ᦠの活動に多ᵝな側面から関ࢃって

ー࣋ࣀ方として「♫イ࠼⪄のࡘている著⪅の⤒㦂と▱見を基┙として、このၥ㢟ព㆑に対応する一ࡁ

 。をᥦし、ᆅᇦ検討と共に発表する「ࣝࢹのグ㏙ࣔࣝࢡイࢧ㐀ࣥࣙࢩ
 

㸯．ᆅᇦࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᡂのືࡁ 㸫 ⫼ᬒ 
ᡃが国の科学技術イ࣋ࣀーࣥࣙࢩに向けた基本ጼໃは、1995 ᖺ行の科学技術基本法、及び⩣ᖺ策ᐃ

の科学技術基本ィ⏬が♧して᮶ている。この科学技術基本ィ⏬に࠾いては、➨一ᮇ㸦199� ᖺ㹼2000 ᖺ㸧

の᪂⏘ᴗฟや⏕活⪅ࢽーࢬへの対応といった基本的方向から、㡰ḟ▱的ࢱࢫࣛࢡー形成や人ᮦ⫱成や

科学技術࣒ࢸࢫࢩ改革᥎㐍なのᒎ㛤を⤒て、ᮾ日本大㟈⅏も㋃ま࠼た現在の➨ᅄᮇ㸦2011 ᖺ㹼2015
ᖺ㸧に࠾いては、➨୕ᮇまでの㢧在化ㄢ㢟の一ࡘとして「ಶࠎの成果が♫的ㄢ㢟の㐩成に必ずしも結

びࡘいていない」も᫂♧しࡘࡘ、ᆅᇦイ࣋ࣀー࣒ࢸࢫࢩࣥࣙࢩなの᪂たなᵓ⠏、そして実ຠᛶある

科学技術イ࣋ࣀーࣥࣙࢩを♫と共にり㐍める政策ᒎ㛤、なを主せ㡯目としてᥖࡆている。 
この科学技術基本ィ⏬をཷけ、策に࠾いても文㒊科学┬�௨ୗ、文科┬㸧や⤒῭⏘ᴗ┬㸦௨ୗ、⤒⏘

┬㸧を୰ᚰに多ᵝなᒎ㛤が㐣ཤ㸯㸮ᖺవりにࢃたり実されている。 
文科┬では、2002 ᖺから▱的ࢱࢫࣛࢡー成ᴗ㸦௨ୗ、▱的ࢱࢫࣛࢡー㸧が、2005 ᖺからは㒔ᕷ

学ᐁ㐃ᦠಁ㐍ᴗがጞまった。๓⪅は、ᆅᇦの大学をጞめとしたබ的研究ᶵ関等を᰾に、㐃㙐⏘࢚ࣜ

的イ࣋ࣀーࣥࣙࢩฟのためのᆅᇦ㞟✚形成を目ᣦし、2009 ᖺまでに国⣙ 20 のᆅᇦにᖺ㛫㸳൨⛬

度ずࡘのண⟬がᥦ౪されてࡁた。一方ᚋ⪅は、㒔㐨ᗓ┴や政௧ᣦᐃ㒔ᕷᣦᐃの୰᰾ᶵ関をᴗ実主体

とし、ᆅᇦのಶᛶを㔜どした᪂つᴗฟや研究㛤発ᆺᆅᇦ⏘ᴗ⫱成等の⏘学ᐁ㐃ᦠ基┙ᵓ⠏を目ᣦす。

2009 ᖺまでに⣙ 90 ᆅᇦ㸦㔜」を㝖くと �0 数ᆅᇦ㸧に、ᆅᇦẖにᖺ 1㹼2 ൨のண⟬がࡘいている。 
また⤒⏘┬は、1990 ᖺ௦からᆅᇦ主ᑟの᪂ᴗฟの策を㐍め、2001 ᖺからはイ࣋ࣀーಁࣥࣙࢩ

㐍ᴗ⎔ቃᩚഛや᪂⏘ᴗฟ、さらにはᆅᇦ⮬体策なとの┦ຠ果現ฟなを目ᣦした⏘ᴗࣛࢡ

ーィ⏬をᒎ㛤し、文科┬とྠつᶍのண⟬で国⣙ࢱࢫ 20 ᆅᇦをᨭしてࡁた。 
これらの動ࡁは、2011 ᖺからは「ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩᡓ␎᥎㐍ᆅᇦ」として文科┬、⤒⏘┬及び㎰ᯘ

Ỉ⏘┬がᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩฟに向けて主体的でඃれたᵓをᣢࡘᆅᇦを共ྠ㑅ᐃし、これをそれࡒ

れがᨭする形となり、現在 29 のᆅᇦがこの対象となっている。 
これらのᆅᇦのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動に࠾いては、┬ᗇやᆅᇦ⮬体、あるいは大学な研究ᶵ関

側のᖐᒓするࢥーࢿࢹーࢱがᵝࠎな形で関し、これを動かしてࡁている。 

㸰．ᆅᇦࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᡂάືのどⅬ 㸫 ㄢ㢟 

1㸧ᆅᇦ活動の⌮ゎ・ホ౯・ุ᩿に対するどⅬの㔜せᛶ 
多ᵝにᒎ㛤されるᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩの成活動に࠾いては、その活動を⌮ゎし、ホ౯やุ᩿にࡘな
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た㐺ษࡌける㐍ᤖ≧ἣに応࠾が㔜せなのはᴗ⤒Ⴀとྠᵝである。各ᆅᇦにࡘるどⅬを☜としてᣢࡆ

な㈨※の㓄ศや᪂つ⋓ᚓ、現≧からのᡓ␎的ᒎ㛤のために、ಶࠎの目的に㐺合したホ౯・ุ᩿や⟶⌮

を行う必せがあるからである。 
また、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩの成に関ࢃるࢥーࢿࢹーࢱは、㈐௵⠊ᅖの大ᑠやᢸᙜศ㔝の㐪いも᭷

るものの、「目的に応ࡌて、ᆅᇦの関係⪅を動かし、ᆅᇦにとってのఱらかのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩฟをᨭ

すること」が基本的ᙺであることから、関係⪅や≧ἣにとってのイࣥࢺࢡࣃや౯್を☜ㄆしながら、

⮬らだけでなくᙜヱᆅᇦに必せなḟのࣥࣙࢩࢡをุ᩿し᥎㐍するための、☜としたどⅬや⪃࠼方をᣢ

 。ないのであるࡏには、これがḞかࢱーࢿࢹーࢥがồめられる。ᑓ㛛ศ㔝を⌮ゎするだけではないࡘ

2㸧ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動とࢲイࢫࢡ࣑ࢼのಠ▔ 
このᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動に࠾ける⌮ゎ・ホ౯・ุ᩿のためのどⅬを、もう少しᩚ⌮しよう。 
まず、目的やその㐩成のために用でࡁるࣜࢯーࢫ、さらにはその活動が⨨かれた⎔ቃ、さらにはそ

の活動の結果ᚓられる、ᴗ活動の成果㸦ୖࡆ、ᕷሙ化〇ရの数、等㸧や≉チや論文の数なが、活

動をጞめるୖで、また行った活動をࣞࣗࣅーするୖで必せである。これは、ᆅᇦのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成

でもᴗ⤒Ⴀでも、くಶ人で行う活動であってもྠࡌである。 
しかし、ᆅᇦのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動が≉ᚩとするのは、そこへの関係⪅がᴗや大学、⮬体、

ఫẸ、等と数もその⫼ᬒも多ᵝであり、またこの活動のᐃཷ┈⪅も༢独ではない。たと࠼〇ရ化を目

的としたものであっても、それによってᴗがఱをᚓるかだけでなく、大学が、ᆅᇦが、あるいは関係

するᴗにとってのメࣜࢺࢵもࢫࣥࣛࣂⰋくᐃされないと、実際の活動は動かない。さらに、ᆅᇦ

活動の側面が๓面にฟたሙ合には、ᴗ⤒Ⴀやಶ人活動のように最終Ỵᐃᶒをᣢࡘ主体の活動が┦に

ᙳ㡪し合࠼うでࢫࢭࣟࣉの୰でኚ化が㉳ࡁ、目的㐩成という最終のጼやそこに⮳るࢣࢫジࣗーࣝも㏵

୰でኚ化することすらある、との≉ᚩもᣢっている。ᚑって、ୖ㏙したようなそのの≧ἣや成果を表

す、あるពで�㟼的な�せ⣲を把握するだけでは活動の体ീ把握は㞴しい。用ฟ᮶る㈨※や活動⎔

ቃ等も、そのࢫࢭࣟࣉᒎ㛤によって大ࡁくኚ化し、「、ఱをしているẁ㝵なのか」、「そこではㄡがఱ

をしているのか」、「ḟのẁ㝵௨ᚋ、ఱをすࡁなのか」、といったࢲイࢫࢡ࣑ࢼをそのࠎにಠ▔的に

ᤊ࠼るが㔜せとなる。ゝい࠼る

とỌ⏣らがࣝࢼࣙࢩࢼイ࣋ࣀーࣙࢩ

いてᣦしたࡘ㸦1,6㸧に࣒ࢸࢫࢩࣥ

⤒㊰౫Ꮡᛶや共㐍ᛶ[1]をᆅᇦイ࣋ࣀ

ーࣥࣙࢩ成もᣢࡘのである。 
このような体的ࢲイࢫࢡ࣑ࢼを

ಠ▔・把握するどⅬは、ᴗ⤒Ⴀに

いてもせ⣲把握とྠᵝに㔜せでは࠾

ある。しかしୖ㏙のような≉ᚩをᣢ

࠾成活動にࣥࣙࢩー࣋ࣀᆅᇦイࡘ

いては、このࢲイࢫࢡ࣑ࢼಠ▔の㔜

せᛶはより㧗い㸦ᅗ 1㸧。 
こういった活動を動かしᨭする

把ࢫࢡ࣑ࢼイࢲにとっても、せ⣲として≧ἣを㟼的に▱るだけでなく、目の๓の活動のࢱーࢿࢹーࢥ

握のどⅬが必せであることは、ゝうまでもない。 

3㸧これらどⅬに関する実㊶と研究 
では、こういったどⅬにࡘいて、現在のように実㊶と関㐃研究がなされているのかをᴫほする。 
➨ 1 ❶に㏙た⤒⏘┬や文科┬のᴗでも、そのホ౯は行ࢃれている。࠼ば文科┬は▱的ࢱࢫࣛࢡ

成ᴗに対し、㺀⥲合」、「ᴗ実ィ⏬㸦㸴ࡘの୰㡯目㸧」、「研究㛤発内ᐜ㸦㸱ࡘ㸧」のศ㢮からなる

ホ౯㡯目を用いた୰㛫ホ౯とᚋホ౯と行ってࡁている[2] 。一方、⤒⏘┬はಶูᆅᇦに対するホ౯は行

っていないが、「成果㔜ど、㢳ᐈ‶㊊のどⅬに立ࣟࣉ、ࡘࡘࡕジࢺࢡ࢙ཧຍຠ果、策‶㊊度ຠ果、イ

ᅗ㸯 ᆅᇦのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動把握のためのどⅬ

ᆅᇦのイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成の活動を「ࢲイࢼ
ࣞࣉ。としてಠ▔的に把握するどⅬ「ࢫࢡ࣑
イࣖーや≧ἣがኚ化しがࡕな୰で、ୖグせ⣲
を用いて活動体の≧ἣと࢜ࣜࢼࢩをᵓ成す
るためのどⅬともゝ࠼る。

㺃㺃㺃
ࢫࢡ࣑ࢼイࢲ
把握

目的、ࡦと・もの・かࡡといった活動ࣜࢯー
そᆅᇦの⤒῭⎔ቃや♫・文化⎔ቃな、ࢫ
のᆅᇦやそのࢡࢵࣆࢺが⨨かれている≧ἣ、
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を活用すࢱーࢣ成果、⤒῭的成果といった各✀イࣥジࣥࣙࢩー࣋ࣀฟ⎔ቃ改ၿຠ果、イࣥࣙࢩー࣋ࣀ

る」とし、⏘ᴗࢱࢫࣛࢡーィ⏬を。᪂⏘ᴗฟ௳数やಶูࢢࣥࢳࢵ࣐成立௳数、共ྠ㛤発・ၟရ㛤発成

立௳数、ཧ⏬ᴗୖ㧗、なをᣦᶆとしてホ౯している[3]。 
これらは基本的にせ⣲把握的ࣟࣉーࢳの実㊶であるが、ྠᵝのせ⣲把握的ࣟࣉーࢳの関㐃研究

としては、表㸯のが見られている。 

表㸯 せ⣲把握的ࣟࣉーࢳの研究 

研究主体 ᴫせ 
文科┬科学技術政策

研究所[�] 
ᆅᇦ科学技術㈨※・活動のᐃ㔞的把握のための「ᆅᇦ科学技術ᣦᶆ」を⥲合化・⣔ิศᯒで発ᒎさࡏ、

イࣥࢺࢵࣉ⣔、イࣥࣛࣇ⣔、ࢺࢵࣉࢺ࢘⣔、Ἴ及ຠ果⣔の㸲ศ㢮 15 ᣦᶆの「ᆅᇦ科学技術・イ࣋ࣀーࢩ

ࣙࣥ⥲合ᣦᶆ」を策ᐃ 
๓⏣᪼[5] Ḣ⡿のᆅᇦࢱࢫࣛࢡー研究から「ࢱࢫࣛࢡー形成・ಁ㐍の 20 せ⣲」を策ᐃ。形成ᮇ 8 せ⣲とಁ㐍

ᮇ 12 せ⣲にศ㢮したもので、そのᆅᇦやࢱࢫࣛࢡー活動の≧ἣを୰ᚰとしたせ⣲設ᐃになっている。 
୕⳻ 㸤ࢳーࢧࣜ -(8

 [�]ࢢࣥࢸࣝࢧࣥࢥ
ᾏእるࢱࢫࣛࢡーの≉ᛶホ౯ᣦᶆを検討し、この日本への㐺応ᛶを検討。ࣟࣉジࢺࢡ࢙のࣝࣕࢩࣥࢸ࣏ホ

౯を主とするࢫࣥࢼࣂ࢞、ࢫࣥࣛࣇホ౯を主とするࢻイࢶの日本への㐺用検討も行う。いずれも㡯目は統

ィ的ࢹーࢱを主体とする。 
 
これに対して、ࢲイࢫࢡ࣑ࢼ把握を᫂♧的に実㊶しているは、のところ見あたっていない。 
また、ୖ㏙したようにᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動を 1,6 とྠᵝのどⅬでᤊ࠼ると、ࢲイࢫࢡ࣑ࢼ把

握の研究は♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩ研究との関㐃ᛶがᙉい。このศ㔝では㏆ᖺ、㺀研究が༑ศ」

とᣦされている♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩ⮬体の研究[7]や」数ࢸࢫーࢲࣝ࣍ࢡーの⪃៖[8]な、ᆅ

ᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成に㐺用でࡁる⪃࠼方が多く♧၀されている。≉に 'LH][9]は、Ḣᕞのᴗ㛫㐃ᦠᙉ

化政策に対して「よりཧຍᆺのホ౯㸦3DUWLFLSDWoU\ HYDlXDWLoQ㸧がᮃましく必せである」とし、また動的

な動ࡁの୰でのホ౯⮬体が関係⪅㛫の FollHFWLYH lHDUQLQg をಁ㐍するなをᣦしている。≉に

0XlgDQ[8]は♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩを、㝣ඛ➃科学技術大学[1]は政策▱㐀ࢫࢭࣟࣉをそれࡒれ

㸲ẁ㝵でグ㏙して࠾り、対象の㐪いも多少あるものの、♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩ⌮ゎへのල体的ど

Ⅼを࠼てくれている㸦表㸰㸧。 

表㸰 ♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩのグ㏙㡯目 

0XlgDQ 
�SUoFHVVHV oI VoFLDl LQQoYDWLoQ� 

㝣ඛ➃科学技術大学 
政策▱㐀ࢫࢭࣟࣉ  㸦EASI ࣔࣝࢹ㸧 

• *HQHUDWLQg ,GHDV E\ 8QGHUVWDQGLQg 1HHGV DQG ,GHQWLI\LQg 
3oWHQWLDl 6olXWLoQV 

• 'HYHloSLQg, 3UoWoW\SLQg, DQG 3LloWLQg ,GHDV 
• $VVHVVLQg, 6FDlLQg 8S, DQG 'LIIXVLQg *ooG ,GHDV 
• /HDUQLQg DQG (YolYLQg 

• 体㦂する 㸦ಶ人が主体㸧 
• 表現する 㸦㞟ᅋが主体㸧 
• 統合する 㸦♫が主体㸧 
• 実行する 㸦㞟ᅋが主体㸧 
㸦これらのẁ㝵がࣃࢫイࣛࣝにኚ㑄する㸧 

 
しかし、このようにࢲイࢫࢡ࣑ࢼ把握やそのࢲイࢫࢡ࣑ࢼグ㏙に関する研究はいくࡘか見ฟされるが、

実際のᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成ではこれらがまだ実㊶用されているとはゝい㞴いのが実≧である。 

㸱．♫ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ㐀ࣝࢡࢧのグ㏙ࣔࣝࢹのά⏝ 㸫ᥦと᳨ウ㸫 
➹⪅は、この「グ㏙ࣔࣝࢹがあるのに用されにくい」現≧は、ᴫᛕ的⌮ゎのため現ሙでは行動に結

びࡁࡘにくいことや㸦࠼ば[1]㸧、主体と活動を᫂☜にした表現になっているがᨾにᆅᇦイ࣋ࣀーࣙࢩ

ࣥ成ならではの多ᵝな主体のᏑ在や活動の᭕さをᙜてはめにくい表現になっていること㸦࠼ば

「7]㸹その⤒Ⴀ論でのイ࣋ࣀーࣝࢹࣔࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩもこれにヱᙜ㸧、が主な⌮⏤だと⪃࠼ている。 
そこで、こういった用しにくい⌮⏤をり㉺࠼、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成の現ሙで࠼るようなࢲ

イࢫࢡ࣑ࢼのグ㏙ࣔࣝࢹとして、0(&,  。㸦ᅗ㸰㸧の用を検討したࢫࢭࣟࣉ
これは、日本ᕤ学࣑ࢹ࢝ーがᡃが国の科学技術を୰᰾とした⥅⥆的イ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成のための⪃

ࢫࢭࣟࣉというᴫᛕをᥦしたものであり[10]、その⥅⥆的成「ࢢࣥࣜࢽジ࢚ࣥ᰿本的」方として࠼

のグ㏙に 0(&,  。ているࡁってࢃが用いられている。この㛤発には➹⪅も関ࢫࢭࣟࣉ
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᰿本的࢚ࣥジࢢࣥࣜࢽ⮬体は、ㄢ㢟

発᥀の᫂♧的なព㆑や、科学技術のみで

のㄢ㢟ゎỴ㸦㸻技術ࢩーࢬでࢽーࢬをゎ

Ỵ、のイメージ㸧をඞ᭹し、これを体

的なࢲイࢫࢡ࣑ࢼの୰で⌮ゎする、とい

ったㅖⅬを主せㄢ㢟としてᥦされたも

のである。ᚑって、0(&, もᙜࢫࢭࣟࣉ

ึはᴗ活動を㏻ࡌたイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ

成に↔Ⅼを⨨いて検討されてࡁた。 
ᅇ、この 0(&, ࣀをᆅᇦイࢫࢭࣟࣉ

把握のどࢫࢡ࣑ࢼイࢲ成のࣥࣙࢩー࣋

Ⅼから見直し、ୗグのㅖⅬがᚓた。 
• 体ಠ▔へのᵓ成的把握のどⅬを

࠼ている、及びᆅᇦイ࣋ࣀーࢩ

としても用語的にもࢫࢭࣟࣉࣥࣙ

↓⌮はない。 
体をࢫࢭࣟࣉ • � ẁ㝵でグ㏙しているⅬは、ୖ㏙の[0]や[8]とྠᵝ。㸲㡯目のグ㏙も、ල体ᛶ㸭᭕

さでは各ࠎは␗なるものの、実㉁的に表現しようとしていることには大ࡁな㐪いはない。 
• 活動の�ሙ�のイメージ、ࢸー࣐や関㐃する科学技術の多ᵝᛶをも取り㎸ࢇだ表現をしているⅬは、

ᐃእにᗈがりᚓるᆅᇦ活動のࢲイࢫࢡ࣑ࢼ⌮ゎをし᫆くしている。 
• � ẁ㝵の活動をある⛬度はල体的にグ㏙しࡘࡘも主体や活動内ᐜにࡘいての᭕さはṧした表現

であるⅬもᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成の≉ᚩに合⮴している。 
この結果に基࡙0、ࡁ(&,  。成に活用しᚓるとのุ᩿をしたࣥࣙࢩー࣋ࣀをᆅᇦイࢫࢭࣟࣉ
しかし、0(&, のࢫࢭࣟࣉ � ẁ㝵だけで実際の活動をグ㏙しても、内ᐜが」雑になるのはᐜ᫆にᐃ

でࡁる。そこで、」雑さの一␒の⌮⏤である「ㄡが関ࢃったか」を 0(&, て用ࡏࢃに組み合ࢫࢭࣟࣉ

することとした。 
ୗグの表㸱は、この 0(&, たᣑ大ᆺࡏࢃイࣖーを組み合ࣞࣉにࢫࢭࣟࣉ 0(&, る࠼とでもゝࢫࢭࣟࣉ

ものを、ឡ▱┴㇏ᶫᆅᇦの[㣗㎰を᰾としたᆅᇦ活ᛶ化」の活動に㐺用したものである。ྠᆅᇦは 10 ᖺ

௨ୖ๓から「ၟᴗ㺃ᕤᴗとྠᵝの⏘ᴗ基┙を㎰ᴗに࠾いても☜立する」との目的で活動を✚してࡁて

り、その㏵୰ẁ㝵で࠾ 2007 ᖺには㇏ᶫᕷண⟬とメࣥࣂーࣇーでᵓ成する㣗㎰⏘ᴗࢱࢫࣛࢡー༠㆟

を設⨨、᪤にこの活動により 10 数൨のᴗୖࡆを⋓ᚓしている。このをグ㏙した結果からࢃ

かるは㸹 
�1�㣗㎰ࢺࣉࢭࣥࢥでのᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動体は、まずは 0(&, のࢧイࣝࢡをࡰ一࿘した

≧ែに⮳りࡘࡘある 
�2�≉に、0(&, り、࠾あがり実際に動いてࡁでࡰの「0㸫(㸫&」までの✌ാ体制は現在ࣝࢡイࢧ

ᚋこのࢸー࣐にࡘいてのᢞ㈨が必せなのはᴗを対象としたᴗ化ᨭと⪃࠼られる 
�3�([SloULQg㹼&oQYHUgLQg ẁ㝵での┬ᗇண⟬が多ᵝに活用されていること、 
���ᆅඖ大学でのඛ➃㎰ᴗ㺃ࣂイࢧࣜ࢜ーࢱࣥࢭࢳー設立が㠀ᖖにࢱイࢢ࣑ࣥⰋく行ࢃれていたこと、 

等がᣲࡆられる。 
こういったグ㏙結果からᚓられる♧၀は、あくまでもಶูに対するものであり、必ずしもの

に᭷用とは㝈らない。しかし、このの୰で活動する各ࣞࣉイࣖーやさらにはそれを動かしている

のようなẁ㝵がᚅっていᚋは」、「のẁ㝵にいるのか、⮬ศが」、㐩にとってはࢱーࢿࢹーࢥ

るのか」、「ㄡとヰをして、のような関係をᣢてばいいのか」なを把握するためにも、こういったグ

㏙ࣔࣝࢹを用いた≧ἣのᩚ⌮、さらにはྠࡌグ㏙ࣔࣝࢹを用いたとのẚ㍑検討、なはពをᣢ

 。る࠼⪄であるが㔜せであると「ࣝࢹゎしやすく㺂グ㏙しやすいࣔ⌮」ものであり、そのⅭにもࡘ
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表㸱 ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動のグ㏙ 㸦㇏ᶫᆅᇦの「㣗㎰を᰾としたᆅᇦ活ᛶ化」体でのᩚ⌮㸧 

 ᆅᇦイ࣋ࣀ㹜ࣥࣙࢩ成活動のࣞࣉイࣖー 

0(&, 䝥䝻䝉ス 

Ņ 
ᴗ㺃⏘ᴗ⏺ ᆅඖ⮬体 ┬ᗇ 大学 その㸦୕ࢡࢭな㸧ᆅඖ⮬体 ┬ᗇ 大学

0LQLQg 
ᵝࠎな㢧在㺃₯
在的なㄢ㢟やࢽ
ーࢬを発᥀する 

・ព㆑ある㎰ᴗ⪅、
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・大学主体では、現在

は≉に᳜≀ᕤሙࢸ

ー࣐㸦実ド㸧にὀຊ
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㛤発成果を♫
実して♫౯
್をฟする 

ྠୖ 
㸦㟷ࡌそຍᕤ研究

等は᪤にかなりの

〇ရ化実⦼᭷り㸧 

・ 各✀の⏘ᴗ⯆ᨭ

策にてᴗを
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ͤୖグで、6&㸸�ᰴ�ࢧ
イ࢚ࣜࢡࢫ࢚ࣥイ

㸧ࢡࢭ㸦ᆅᇦ୕ࢺ

・各✀の⏘ᴗ⯆ᨭ

策にてᴗを

ᨭ

  

      

現在までの 
㐩成成果 

・ ᆅᇦに࠾ける「㣗㎰」ព㆑の向ୖ。 
・㣗㎰ࢺࣉࢭࣥࢥからのᒎ㛤㣗ရや、㣗ရ〇㐀のためのᶵჾ〇ရ、᪂ࢧーࢫࣅ㸦ᆅඖ࢘ࣁ࢘ࣀを⏕かした㎰ᴗ設࢚

ࣥジࢢࣥࣜࢽ㸧な実際のၟရとしてᕷሙ化が㐍ᒎ。+19㹼23 の㸲ᖺ㛫に、┬ᗇண⟬な 1 ൨をᢞୗし、1� ൨

のᴗୖࡆを⋓ᚓ。 
・ 㣗㎰ࢺࣉࢭࣥࢥに基࡙く᪂つ研究㛤発㸦᳜≀ᕤሙ㸧や᪂㈍㊰㸦ジㅖ国㸧なのྍ⬟ᛶ㏣ồへとど㔝がᣑ大 

㸦本表は、著⪅がୖグ活動ᨭの⤒㦂と調査により独⮬にグ㏙したものである。㸧

４．ᆅᇦࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᡂグ㏙ࣔࣝࢹの࠶るࡁጼ࡚ࡅྥ 㸫 考ᐹとᚋのᒎ㛤  
ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ活動のࢲイࢫࢡ࣑ࢼ把握をし、それをᵝࠎなࣞࣝ࣋でのࢥーࢿࢹーࣥࣙࢩに

ᫎさࡏていくためには、⤒㦂から見て、ୗグ㸱Ⅼの把握は最పⅬ必せである。 
• その活動の基本ᵓ㐀 ͐ 目的、対象⠊ᅖ㸦ࢸー࣐、ᆅ⌮的対象、等㸧、そのの᮲௳ 
れఱをしているか、┦の関係ࡒイࣖーの≧ἣ ͐ ㄡが現在いてㄡが関しそうか、それࣞࣉ •

ᛶはうなっているか、な 
• 活動の現≧ẁ㝵 ͐ はᕷሙ化が㔜せなのか、ㄢ㢟᥈⣴が㔜せなẁ㝵か、な 

しかし、これらの㡯目だけであっても、ただグ㏙するばかりであっては、ḟのẁ㝵への学⩦にも⧅が

らず、のから学ࡪのも㞴しい。また、そのᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動を策に活かしていくୖ

でも、ಠ▔的ୟࡘᬑ㐢的なグ㏙ࣔࣝࢹがồめられよう。、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成の活動が多ᵝに

✚されてࡁたᮇであるからこそ、のようなにも㐺用ྍ⬟な、�⡆₩でࢃかりやすい͇グ㏙ࣔࢹ

ࣝが必せなのである。 
本✏では、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成活動グ㏙に 0(&, を用いるをᥦし、実際のᆅᇦ活動ࢫࢭࣟࣉ
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のグ㏙にᣑ大ᆺ 0(&, ,&)㸦0ࢫࢭࣟࣉ イࣖー㸧を㐺用した一を♧したが、まだこࣞࣉ㸩ࢫࢭࣟࣉ

れは一のみでのヨ行的検討であり、まだᚋの検討にᚅࡁࡘⅬは多い。 
ᚋ、この 0(&, 1� さらなる㐺用や策立⪅や�の活用をさらに㐍めていくୖでは、ࢫࢭࣟࣉ

による用ྍ⬟ᛶ用からのᐃཷ┈⪅からのព見㞟なࣝࢹといったこのグ㏙ࣔࢱーࢿࢹーࢥ

の検ド、�2� ここに᮶て㐍ᒎが᪩まっているᵝᏊの♫イ࣋ࣀーࢫࢭࣟࣉࣥࣙࢩ研究の現≧やඛ行

のさらなる☜ㄆ、といった基本的研究としての☜ㄆがまず必せである。 
また、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成に࠾けるࢥーࢿࢹーࢱへのᩍ⫱へのᒎ㛤も㺂㠀㐍めたい。ᆅᇦ活

ᛶ化ࢥーࢿࢹーࣥࣙࢩにᦠࢃってࡁて最もᙉくឤࡌるのは、ಠ▔的などⅬ、ᵓ㐀的などⅬでの≧ἣุ

᩿とḟのࣉࢵࢸࢫの検討の⬟ຊの㔜せᛶである。本✏の 0(&, 、の用はࣝࢹのようなグ㏙ࣔࢫࢭࣟࣉ

これをᐜ᫆にすると共に、ࢥーࢿࢹーࢱが⮬ら⪃࠼るࢶーࣝにもなっていくものである。᪤に㏵ୖ国

への⏘学ᐁ㐃ᦠࢥーࢿࢹーࢱ研ಟに㛗ᖺᦠࢃり、また「技術のᴗᒎ㛤」に関ࢃるᛮ⪃ࣞࣇー࣒࣡ー

ることで、学術研究㺂ᴗ活動ࡏࢃーࣝを組み合ࢶ⪄ている୰、こういったᛮࡁのᩍ⫱㺃研究を行ってࢡ

をᨭ࠼る実活動ࣞࣝ࣋を向ୖし、᪂たな科学㺃技術立国日本の基┙⫱成に㈉⊩でࡁればと願っている。 

ㅰ㎡ 
 �♫�日本ᕤ学࣑ࢹ࢝ー政策ጤဨ᰿本࢚ࣥジࢢࣥࣜࢽ㒊は、0(&, 㛤発のᶵというࢫࢭࣟࣉ

本✏の基┙をᚓたሙであり、そこでの論㆟がに⧅がっています。≉にឤㅰのពを表します。また文㒊

科学┬科学技術政策研究所 6FL6,3 ᐊ㛗のఀ⸨⿱ᏊẶには、ᆅᇦイ࣋ࣀーࣥࣙࢩ成への㐺用というイ

ました。このሙをりてᚰよりឤㅰ⏦しࡁで大いにຊをᡝの㔊成、さらには関㐃研究への♧၀なࢹ

 。ますࡆୖ
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